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１．目的 

 沖縄県は高温多湿で、周囲を海に囲まれており、

海塩粒子の飛散等により、鋼材の腐食しやすい環

境下にある。このような厳しい環境下で、鋼板が

外気中でどの程度腐食するかを把握しておくこと

は構造物を構築する上で極めて重要なことである。

本研究では、腐食環境の厳しい海岸部及び比較の

ため内陸部において、鋼板の暴露試験・飛来塩分

の測定を行い、発錆状況の変化を調べた。更に、

ＡＣＭセンサーによる屋外での腐食電流の測定を

行い、雨がかりのある環境下での腐食環境評価を

行った。 

２．実験概要 

実験場所は内陸部、海岸部 3 地点及び、内陸部屋

上（名護市）、山麓部（富士市）の合計 6地点に設

置した。 
暴露期間

内陸部 内陸部（２．５ｋｍ） H19.1.5～H20.2.7
内陸部屋上（１．５ｋｍH19.1.5～H20.2.7
富士山麓部（８ｋｍ） H19.9.18～

海岸部 海岸部（１０ｍ） H19.1.5～H20.2.7
海岸部屋上１（４００ｍH19.1.5～H19.9.5
海岸部屋上２（７００ｍH19.1.5～H19.9.5  

＊ただし、（）内は最短離岸距離。 
2.1 暴露実験 

実験に用いた鋼板は，JIS Z 2383 に準じて、幅

50mm，長さ 120mm，厚さ 3.2mm の諸元とし，暴

露面以外をアルミ蒸着テープによって保護し，正

確な暴露面積(40mm×100mm)を測定した。試験片

はそれぞれ内陸部、海岸部、富士山麓部に東西南

北４方向、内陸部屋上、海岸部屋上１、海岸部屋

上２に南北２方向，に設置した。暴露鋼板は暴露

前、除錆１）、２）後の重量計測を行い以下の式により

腐食度３）、侵食度３）を算出した。 
C＝（W０－W１）/（A×D）･･････（1） 

C；腐食度  (mdd) W0；暴露前重量  (mg) 
 W1；除錆後重量  (mg) A；暴露面積 (dm2）   

D；試験日数  (day) 
CR＝C×３６５×１０-４/ρ････････････････(2) 
 CR；侵食度  (mm/y) C；腐食度  (mdd) 
 ρ；鋼材の密度 (g/cm3) 
2.2 ACMセンサー 

ACM センサーは絶縁フィルムを挟んで、二つの異

種金属(Fe/Ag)で構成される。これを大気中に暴露

すると、結露や降雨により表面に薄い水膜ができ

る。水膜が両金属を連結すると腐食電流が流れる。

この電流を計測及び解析することで、大気中の鋼

材腐食環境をモニタリング及び評価することがで

きる。本研究では、この ACM センサーを鋼板と同

様の方角に設置し、データーロガーに 10 分間隔で

記録した。気温と湿度も同様に記録した。 

2.3 飛来塩分捕集 

 飛来塩分捕集器は土研式で10×10cmの捕集口を4面に有し

たステンレス製のボックスタイプである。捕集口を東西南北の

4 方角に合わせて設置した。飛来塩分は風及び雨によって捕集

器内部のポリ容器にたまる仕組みになっている。捕集溶液は1
ヶ月ごとに回収し、硝酸銀滴定により飛来塩分量〔mdd〕を計

量した。 
３．実験結果 
3.1 鋼板暴露試験 

 式(１)によって、算定した場所毎の腐食度の一

例（内陸部、海岸部）を図 1、２に示す。これらの

図から明らかな様に、７月は腐食度が大きな値を

示している。これは、台風が影響した結果だと考

えられる。場所別に見てみると、内陸部よりも海

岸部の方が比較的大きな数値を示した。 
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図 1 内陸部腐食度 
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図２ 海岸部腐食度 
3.2 腐食環境評価 

 押川らは雨がかりのない環境での ACM センサ

ー出力による日平均電気量Q/dayと侵食度CRの関

係を次式で提案している４）。日平均電気量は 1μA
以下の電流を結露時電流として結露時間分積算し、

結露日数で割った値である。 
logCR＝0.3781logQ－0.636･･･（4） 

CR；侵食度（mm/ｙ），Q；日平均電気量（C/day） 
図５より侵食度と日平均電気量関係を示す。図よ

り侵食度は式（4）の値よりも大きな値を示した。

これは、押川らの実験が屋外の雨がかりのない条

件を対象としており、日平均電気量には雨による

電流値が全く考慮されていなかったことと、本研

究では屋外雨がかり下に設置しているので、鋼板

が風雨に曝されていたことから、侵食度には雨に

よる腐食が含まれていたことが原因として考えら

れる。図３より雨の降っている間電流値は

100~1000 倍の異常値を示すことがわかる。そこで
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人工的に雨を降らせて、ＡＣＭセンサーの出力電

流値を測定すると、図４より雨の当たっている間

は電流値が異常値を示す。そこで、１００μＡ以

下の電流値で算出した日平均電気量と侵食度との

関係を図６に示す。図より、雨がかりなしの環境

評価式[式（４）]と比較して、定性的な傾向はほ

ぼ同じで定量的に下回った。 
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図３（海岸まで１０ｍ） 
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図４（水槽実験） 
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図５（１μＡ以下） 
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図６（１００μＡ以下） 

3.3 飛来塩分の影響 

 過去の卒論５）、６）から、腐食度は飛来塩分との相

関が他の腐食環境要因より比較的強いことを確認

していることをふまえて、今回も飛来塩分と腐食

度との関係を図７に示す。近似曲線が右肩あがり

で飛来塩分量が増すにつれ腐食度も大きくなるこ

とがわかる。海岸までの最短距離とその実験場所

の飛来塩分量の平均を図８に表す、10ｍから 2500
ｍは沖縄の値であり 8000ｍは富士の値である。海

岸までの距離が遠くなるにつれて飛来塩分量が減
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図７飛来塩分と腐食度 

海岸からの距離別飛来塩分量の平均
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図８飛来塩分と海岸距離 

少していくことがわかる。また、沖縄の飛来塩分

は富士の約８．５倍であった。 
    
４．結論 

 本研究で得られた結果は以下の通りである 

１） 鋼板の腐食に与える台風の影響は大きい。 
２）鋼板の腐食度は内陸部より海岸部のほうが大

きい。 
３）ACMセンサー出力電流値は雨下において異常値

を示す。 

４）降雨時のしきい値を１００μAとることで雨が

かり下での ACM センサーによる腐食環境を評価で

きるようにした。 

５）腐食度と飛来塩分量は正の相関関係である。 

６）海岸からの距離が遠くなるにつれて、飛来塩

分量は減少していく。 

９）沖縄の飛来塩分量は富士の約 8.5倍で、厳し

い腐食環境である。 
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